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川崎市の地形等の自然的条件
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大規模盛土造成地
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川崎市大規模盛土造成地マップ

川崎市内の大規模盛土造成地 １０９３箇所
谷埋め型 ９７２箇所
腹付け型 １２１箇所

１０００箇所以上の大規模盛土造成地を抱える
市町村は川崎市を含め全国３市のみ 5



共同研究立ち上げ
• 川崎市の大規模盛土変動予測調査で滑動崩落対策工事
が必要となる箇所はないとの結論を得ているが、地盤
変動を実測しているわけではない。今後新たな滑動崩
落の兆候とされる変状等が生じる恐れ。

• 共同研究「GNSSと干渉SARの統合解析による川崎市内
大規模盛土造成地の地盤変動監視」の立ち上げ（2022
年4月より2年間）

• 川崎市（まちづくり局指導部）
• 日豊（川崎市の測量会社、GNSS測量、4次元座標管理）
• 清水建設（大手ゼネコン、宇宙技術利用に力を入れている）
• 神奈川県温泉地学研究所（県の研究所、干渉SAR解析に実績）
• マップル（地図作成販売、「今日の地図」の作成）
• ASロカス（地理情報システム開発、4D-GIS作成）
• 武揚堂（地図作成販売、川崎市の盛土ハザードマップ作成）
• 三矢研究所（川崎市、UAV製作・撮影） 6



共同研究の打ち合わせの様子
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GNSS基準点新設(8点)

受信機
セプテントリオ社 mosaic-x5

アンテナ
小峰無線電機 QZG12FQ

サンプリング間隔
1秒

取得衛星
GPS GLONASS Galileo 準天頂
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KW2K 川崎区
川崎競馬場 屋上
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KW8A 麻生区

麻生区役所 屋上
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全国を39のブロックに分け海外の
IGS点から直接座標を計算した後、
各ブロックの計算結果を統合



川崎市周辺の電子基準点とあわせ新しいJISLaD網に
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GNSS・レーザー・UAVによる盛土の監視

レーザースキャナ

GNSSアンテナ

UAV
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Sentinel-1データのPS-InSAR時系列解析により
推定した地盤の上下変位速度分布
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盛土地区における沈降の事例

（赤枠が盛土地区） 15



ま と め
• 川崎市は、大規模盛土造成地が多くあり、従来から大規
模盛土変動調査を行ってきた。しかし実際の測量による
監視はしていなかった。

• 官民共同でグループを組み、GNSSと干渉SARの統合解析
による地盤変動監視の共同研究を開始した。

• 川崎市内にGNSS観測点8点を設置し観測を開始している。
これらの点は今回の共同研究の基準点と位置づけ、その
座標は日豊のJISLaD解析に含め、絶対座標管理を行う。

• 監視対象の大規模盛土造成地では、年に数回のGNSS観測
や干渉SAR観測のほか、ドローンレーザスキャナ等を使っ
た測量を行い、これらのデータを統合して変動監視を行
う。

• これらのデータをもとに、大規模盛土の安全性判定の
データベースを作り、4次元GISを使った管理システムの
構築を目指す。 16


